
越前カンタケとは
越前カンタケは、池田町で発見された野生のヒラタケを

福井県総合グリーンセンターで組織培養し、品種開発したきのこです。
「寒茸（かんたけ）」の名前のとおり12月～2月の冬期に発生するきのこです。
普通のヒラタケと比べて足が太くて長いのが特徴で、歯ごたえが良く、
傘も足も美味しく食べられます。

キット内容
・ ビン（1 000ml）：１本

【カンタくん】

ビン（1,000ml）：１本
・ 栽培マニュアル

メーカー希望小売価格：１，０００円
（税込み）

福井県総合グリーンセンターで開発した技術について
従来のブロック菌床（約2.5kg）のサイズを１/４まで小さくすることで、今まででき

なかったキット栽培を可能とし、屋内でも気軽に扱える栽培（約0.6㎏）としました。

キット栽培によりあらかじめ冷蔵庫に入れることが可能となり 越前カンタケ菌にキット栽培によりあらかじめ冷蔵庫に入れることが可能となり、越前カンタケ菌に
低温ショックを与えることで、気温に影響されることなくキノコの発生を促すことが
できます。

また、昨年の試作品と比べキットを広口としたことで、越前カンタケを発生しやす
くさせています。

越前カンタケ栽培キット販売に関するお問い合わせ
〒918-8231  福井県福井市問屋町２町目66 福井シード株式会社
ＴＥＬ 0776-22-0212

越前カンタケ栽培に関するお問い合わせ
〒910-0336  福井県坂井市楽間１５ 福井県総合グリーンセンター
ＴＥＬ 0776-67-0002


